
参考 2 原子力発電の安全性

〔放射性物質を閉じ込める5重の壁〕

放射性物質の管理と放射線参考 3
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たち
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たち

未満

6-2-1

日常生活と放射線

100ミリシーベルト以下
被ばくによる発がんリスクに統計的な差はない

放射線を受けた量（ミリシーベルト）

250　緊急時の発電所などで働く
作業者に対する線量限度※5

100～6200ｍＧｙ
心臓カテーテル（皮ふ）

500ｍＧｙ　造血機能の低下（骨髄）※1

500ｍＧｙ　白内障（視力障害）※1

1.0　一般公衆の線量限度（医療は除く）（年間）

0.06　胸のエックス線集団検診（1回）

0.05　原子力発電所周辺の線量目標値（年間）

0.022　再処理工場（六ヶ所村）の線量評価値（年間）

0.001未満　原子力発電所からの放射性物質放出実績（年間）

0.01（年間）
クリアランスレベル※3

※1 放射線障害については、各部位が均等に
 吸収線量1ミリグレイのガンマ線を全身に受けた場合、
 実効線量1ミリシーベルトに相当するものとして表記
※2 空気中に存在する天然の放射性物質
※3 自然界の放射線レベルと比較して十分小さく、
 安全上放射性物質として扱う必要のない線量の基準
※4 発電所などで働く作業者に対する線量は5年間につき
 100ミリシーベルトかつ1年間につき50ミリシーベルトを超えない
※5 電離放射線障害防止規制等の改正により、緊急時の放射線を取り扱う作業者の
 緊急作業従事期間中の線量限度を2016年4月より250mSvに引き上げ

出典：国連科学委員会（UNSCEAR）2024年報告書、（公財）原子力安全研究協会「生活環境放射線 第3版（2020年）」、
ICRP「Publication103（2007年）」他より作成

0.008　航空機利用

0.5～613.2　大地からの自然放射線〔ラムサール（イラン）、 ケララ、チェンナイ（インド）〕

（住民の方の健康への影響は確認されていません。）

0.001

0.1

1
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1000

10000

50　発電所などで働く作業者に対する線量限度（年間）※4

約6000ｍＧｙ　永久不妊（精巣）※1　　　約3000ｍＧｙ　永久不妊（卵巣）※1 

0.002～0.01　歯科撮影

大地から

空気中のラドン・トロン※2から

宇宙から

食物から

（世界平均）

（日本平均）

3.0　1人当たりの自然放射線（年間）

2.1　1人当たりの自然放射線（年間） 3.0　胃のＸ線検診（1回）

5～30　ＣＴ（1回）

2～20　ＰＥＴ検査（1回）

私たちは
毎日の暮らしの中で
いろいろな放射線を
受けている 約4000ｍＧｙ　一時脱毛※1

0.01

ミリシーベルト/年 3.0（世界） 2.1（日本）

0.3
0.3

0.008

1.8 0.47

0.4
0.33

0.5 0.99

航空機利用

0.005
温泉、地下環境など
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たち

未満

6-2-1

日常生活と放射線

100ミリシーベルト以下
被ばくによる発がんリスクに統計的な差はない

放射線を受けた量（ミリシーベルト）

250　緊急時の発電所などで働く
作業者に対する線量限度※5

100～6200ｍＧｙ
心臓カテーテル（皮ふ）

500ｍＧｙ　造血機能の低下（骨髄）※1

500ｍＧｙ　白内障（視力障害）※1

1.0　一般公衆の線量限度（医療は除く）（年間）

0.06　胸のエックス線集団検診（1回）

0.05　原子力発電所周辺の線量目標値（年間）

0.022　再処理工場（六ヶ所村）の線量評価値（年間）

0.001未満　原子力発電所からの放射性物質放出実績（年間）

0.01（年間）
クリアランスレベル※3

※1 放射線障害については、各部位が均等に
 吸収線量1ミリグレイのガンマ線を全身に受けた場合、
 実効線量1ミリシーベルトに相当するものとして表記
※2 空気中に存在する天然の放射性物質
※3 自然界の放射線レベルと比較して十分小さく、
 安全上放射性物質として扱う必要のない線量の基準
※4 発電所などで働く作業者に対する線量は5年間につき
 100ミリシーベルトかつ1年間につき50ミリシーベルトを超えない
※5 電離放射線障害防止規制等の改正により、緊急時の放射線を取り扱う作業者の
 緊急作業従事期間中の線量限度を2016年4月より250mSvに引き上げ

出典：国連科学委員会（UNSCEAR）2024年報告書、（公財）原子力安全研究協会「生活環境放射線 第3版（2020年）」、
ICRP「Publication103（2007年）」他より作成

0.008　航空機利用

0.5～613.2　大地からの自然放射線〔ラムサール（イラン）、 ケララ、チェンナイ（インド）〕

（住民の方の健康への影響は確認されていません。）
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50　発電所などで働く作業者に対する線量限度（年間）※4

約6000ｍＧｙ　永久不妊（精巣）※1　　　約3000ｍＧｙ　永久不妊（卵巣）※1 

0.002～0.01　歯科撮影

大地から

空気中のラドン・トロン※2から

宇宙から

食物から

（世界平均）

（日本平均）

3.0　1人当たりの自然放射線（年間）

2.1　1人当たりの自然放射線（年間） 3.0　胃のＸ線検診（1回）

5～30　ＣＴ（1回）

2～20　ＰＥＴ検査（1回）

私たちは
毎日の暮らしの中で
いろいろな放射線を
受けている 約4000ｍＧｙ　一時脱毛※1

0.01

ミリシーベルト/年 3.0（世界） 2.1（日本）

0.3
0.3

0.008

1.8 0.47

0.4
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0.5 0.99

航空機利用

0.005
温泉、地下環境など

核燃料のリサイクル参考 4
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《発電前》
新 燃 料

《発電後》
使用済燃料
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《発電前》
新 燃 料

《発電後》
使用済燃料
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（１） 低レベル放射性廃棄物

■低レベル放射性廃棄物埋設設備の断面図
（例）2号埋設設備
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（１） 低レベル放射性廃棄物

■低レベル放射性廃棄物埋設設備の断面図
（例）2号埋設設備

・２０２３年４月　 『特定放射性廃棄物の最終処分に関する基本方針』を改定し、
国が一丸となって、かつ、国の責任で取り組んでいくこととされた。

・2024年6月　  玄海町でNUMOによる文献調査が開始された。
・２０２４年１１月　 NUMOが北海道内2自治体での文献調査の報告書を公表した。
・２０２６年１月　  経済産業大臣が全国の都道府県知事に対し、原子力利用に伴う課題
　　　　　　   の解決に向けた協力をお願いする旨のレターを発出及び公表した。
・２０２６年５月　 東京都小笠原村でNUMOによる文献調査が開始された。

こととされた。

れた。

ガラス固化体 オーバーパック
[金属製の容器]

緩衝材
[締め固めた粘土] 岩　盤

ガラス固化体
（直径約40ｃｍ、高さ約130cｍ）

オーバーパック
（厚さ約20ｃｍ）

緩衝材
（厚さ約70ｃｍ）

岩盤

地層処分施設
放射性物質をガラスの中に
閉じ込め地下水に溶け出し

にくくする

地下水をガラス固化体に
触れにくくする

地下水と放射性物質の
移動を遅らせる

放射性物質の移動を
遅らせる

年 月 内　　　容
2000年 ６月 『特定放射性廃棄物の最終処分に関する法律』施行

2015年 ５月 『特定放射性廃棄物の最終処分に関する基本方針』改定
国が前面に立って取り組むとした

2017年 ７月 最終処分に係る『科学的特性マップ』を公表
2020年 11月 北海道内2自治体でNUMOによる文献調査が開始

2023年 ４月 『特定放射性廃棄物の最終処分に関する基本方針』改定
国が一丸となって、かつ、国の責任で取り組んでいくとした

2024年
６月 玄海町でNUMOによる文献調査が開始
11月 NUMOが北海道内2自治体での文献調査の報告書を公表

2026年
１月 経済産業大臣が全国の都道府県知事に対し、原子力利用に伴う課題の解

決に向けた協力をお願いする旨のレターを発出及び公表
５月 東京都小笠原村でNUMOによる文献調査が開始
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